
ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）

BGPは、インターネットのルーティング情報を交換するために、インターネットサービスプ
ロバイダー（ISP）間で使用されるプロトコルです。システムがサービスプロバイダーネット
ワークへのゲートウェイである場合は、BGPの実装が必要になることがあります。1つの自律
システムに対して、デバイスに 1つの BGPプロセスを設定できます。

• BGPについて（1ページ）
• BGPの設定（5ページ）
• BGPのモニタリング（31ページ）

BGPについて
BGPは相互および内部の自律システムのルーティングプロトコルです。自律システムとは、
共通の管理下にあり、共通のルーティングポリシーを使用するネットワークまたはネットワー

クグループです。BGPは、インターネットのルーティング情報を交換するために、インター
ネットサービスプロバイダー（ISP）間で使用されるプロトコルです。

ルーティングテーブルの変更

BGPネイバーは、ネイバー間で最初に TCP接続を確立する際に、完全なルーティング情報を
交換します。ルーティングテーブルで変更が検出された場合、BGPルータはネイバーに対し、
変更されたルートのみを送信します。BGPルータは、定期的にルーティングアップデートを
送信しません。また BGPルーティングアップデートは、宛先ネットワークに対する最適パス
のアドバタイズのみを行います。

ASループの検出は、完全な ASパス（AS_PATH属性で指定される）をスキャンし、ローカル
システムの AS番号が ASパスに現れないことを確認することによって実行されます。デフォ
ルトでは、EBGPは学習したルートを同じピアにアドバタイズすることで、ループチェックを
実行するときにASAで追加の CPUサイクルが発生することを防ぐとともに、既存の発信更新
タスクの遅延を防ぎます。

（注）
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BGPにより学習されたルートには、特定の宛先に対して複数のパスが存在する場合、宛先に対
する最適なルートを決定するために使用されるプロパティが設定されています。これらのプロ

パティは BGP属性と呼ばれ、ルート選択プロセスで使用されます。

• [重要度（Weight）]：これは、シスコ定義の属性で、ルータに対してローカルです。[重要
度（Weight）]属性は、隣接ルータにアドバタイズされません。ルータが同じ宛先への複
数のルートがあることを学習すると、[重要度（Weight）]属性値が最も大きいルートが優
先されます。

• [ローカルプリファレンス（Local preference）]：この属性は、ローカル ASからの出力点
を選択するために使用されます。[重要度（Weight）]属性とは異なり、[ローカルプリファ
レンス（Local preference）]属性は、ローカル AS全体に伝搬されます。ASからの出力点
が複数ある場合は、[ローカルプリファレンス（Local preference）]属性値が最も高い出力
点が特定のルートの出力点として使用されます。

• [Multi-Exit識別子（Multi-exit discriminator）]：メトリック属性であるMulti-Exit識別子
（MED）は、メトリックをアドバタイズしている ASへの優先ルートに関して、外部 AS
への提案として使用されます。これが提案と呼ばれるのは、MEDを受信している外部AS
がルート選択の際に他の BGP属性も使用している可能性があるためです。MEDメトリッ
クが小さい方のルートが優先されます。

• [発信元（Origin）]：この属性は、BGPが特定のルートについてどのように学習したかを
示します。[発信元（Origin）]属性は、次の 3つの値のいずれかに設定することができ、
ルート選択に使用されます。

• [IGP]：ルートは発信側 ASの内部にあります。この値は、ネットワークルータコン
フィギュレーションコマンドを使用してBGPにルートを挿入する際に設定されます。

• [EGP]：ルートはExterior Border Gateway Protocol（EBGP）を使用して学習されます。

• [未完了（Incomplete）]：ルートの送信元が不明であるか、他の方法で学習されていま
す。未完了の発信元は、ルートが BGPに再配布されるときに発生します。

• [AS_path]：ルートアドバタイズメントが自律システムを通過すると、ルートアドバタイ
ズメントが通過した AS番号が AS番号の順序付きリストに追加されます。AS_pathリス
トが最も短いルートのみ、IPルーティングテーブルにインストールされます。

• [ネクストホップ（Next hop）]：EBGPの [ネクストホップ（Next hop）]属性は、アドバ
タイズしているルータに到達するために使用される IPアドレスです。EBGPピアの場合、
ネクストホップアドレスは、ピア間の接続の IPアドレスです。IBGPの場合、EBGPのネ
クストホップアドレスがローカル ASに伝送されます。

• [コミュニティ（Community）]：この属性は、ルーティングの決定（承認、優先度、再配
布など）を適用できる宛先をグループ化する方法、つまりコミュニティを提供します。

ルートマップは、[コミュニティ（Community）]属性を設定するために使用されます。定
義済みの [コミュニティ（Community）]属性は次のとおりです。

• [no-export]：EBGPピアにこのルートをアドバタイズしません。

• [no-advertise]：このルートをどのピアにもアドバタイズしない。
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• [インターネット（internet）]：インターネットコミュニティにこのルートをアドバタ
イズします。ネットワーク内のすべてのルートがこのコミュニティに属します。

BGPを使用する状況
大学や企業などの顧客ネットワークでは、そのネットワーク内でルーティング情報を交換する

ために OSPFなどの内部ゲートウェイプロトコル（IGP）を通常使用しています。顧客は ISP
に接続し、ISPは BGPを使用して顧客のルートと ISPのルートを交換します。自律システム
（AS）間で BGPを使用する場合、このプロトコルは外部 BGP（EBGP）と呼ばれます。サー
ビスプロバイダーが BGPを使用して AS内のルートを交換する場合、このプロトコルは内部
BGP（IBGP）と呼ばれます。

BGPは、IPv6ネットワーク上で IPv6プレフィックスのルーティング情報を伝送するために使
用することもできます。

BGPパスの選択
BGPは、異なる送信元から同じルートの複数のアドバタイズメントを受信する場合がありま
す。BGPはベストパスとして 1つのパスだけを選択します。このパスを選択すると、BGPは
IPルーティングテーブルに選択したパスを格納し、そのネイバーにパスを伝搬します。BGP
は次の基準を使用して（示されている順序で）、宛先へのパスを選択します。

•パスで指定されているネクストホップが到達不能な場合、この更新はドロップされます。

•ウェイトが最大のパスが優先されます。

•ウェイトが同じである場合、ローカルの優先順位が最大のパスが優先されます。

•ローカルの優先順位が同じである場合、このルータで動作している BGPにより発信され
たパスが優先されます。

•ルートが発信されていない場合、AS_pathが最短のルートが優先されます。

•すべてのパスの AS_pathの長さが同じである場合、起点タイプが最下位のパス（[IGP]は
[EGP]よりも低く、[EGP]は [不完全（Incomplete）]よりも低い）が優先されます。

•起点コードが同じである場合、最も小さいMED属性を持つパスが優先されます。

•パスのMEDが同じである場合、内部パスより外部パスが優先されます。

•それでもパスが同じである場合、最も近い IGPネイバーを経由するパスが優先されます。

• BGPマルチパス（4ページ）のルーティングテーブルで、複数のパスのインストール
が必要かどうかを判断します。

•両方のパスが外部の場合、最初に受信したパス（最も古いパス）が優先されます。

• BGPルータ IDで指定された、IPアドレスが最も小さいパスが優先されます。
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•送信元またはルータ IDが複数のパスで同じである場合、クラスタリストの長さが最小の
パスが優先されます。

•最も小さいネイバーアドレスから発信されたパスが優先されます。

BGPマルチパス
BGPマルチパスでは、同一の宛先プレフィックスへの複数の等コストBGPパスを IPルーティ
ングテーブルに組み込むことができます。その場合、宛先プレフィックスへのトラフィック

は、組み込まれたすべてのパス間で共有されます。

これらのパスは、負荷共有のためのベストパスと共にテーブルに組み込まれます。BGPマル
チパスは、ベストパスの選択には影響しません。たとえば、ルータは引き続き、アルゴリズム

に従っていずれかのパスをベストパスとして指定し、このベストパスをルータの BGPピアに
アドバタイズします。

同一宛先へのパスをマルチパスの候補にするには、これらのパスの次の特性がベストパスと同

等である必要があります。

• Weight

•ローカルプリファレンス

• AS-PATHの長さ

•オリジンコード

• Multi Exit Discriminator（MED）

•次のいずれかです。

•ネイバー ASまたはサブ AS（BGPマルチパスの追加前）

• AS-PATH（BGPマルチパスの追加後）

一部の BGPマルチパス機能では、マルチパス候補に要件が追加されます。

•パスは外部ネイバーまたは連合外部ネイバー（eBGP）から学習される必要があります。

• BGPネクストホップへの IGPメトリックは、ベストパス IGPメトリックと同等である必
要があります。

内部 BGP（iBGP）マルチパス候補の追加要件を次に示します。

•内部ネイバー（iBGP）からパスが学習される必要があります。

•ルータが不等コスト iBGPマルチパス用に設定されていない限り、BGPネクストホップへ
の IGPメトリックは、ベストパス IGPメトリックと同等です。

BGPはマルチパス候補から最近受信したパスのうち、最大 n本のパスを IPルーティングテー
ブルに挿入します。この nは、BGPマルチパスの設定時に指定した、ルーティングテーブル
に組み込まれるルートの数です。マルチパスが無効な場合のデフォルト値は 1です。
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不等コストロードバランシングの場合、BGPリンク帯域幅も使用できます。

内部ピアへの転送前に、eBGPマルチパスで選択されたベストパスに対し、同等のnext-hop-self
が実行されます。

（注）

BGPの設定
ここでは、BGPの設定方法について説明します。

BGPのグローバル設定
仮想ルータを使用する場合、BGPを設定するとグローバル設定がすべての仮想ルータに適用さ
れます。BGPプロセスを定義するために設定する追加の BGP設定があります。仮想ルータを
使用する場合は、仮想ルータごとに個別の BGPプロセスを作成できます。

始める前に

BGPグローバル設定オブジェクトを作成した後で、不要になった場合は削除できます。この手
順に従ってオブジェクトを編集するだけですが、ダイアログボックスの下部にある [BGPグロー
バル設定オブジェクトの削除（Delete BGP Global Settings Object）]ボタンをクリックします。

手順

ステップ 1 [デバイス（Device）]をクリックしてから、[ルーティング（Routing）]サマリーをクリックし
ます。

ステップ 2 メインのルーティングまたは仮想ルータのページで、[BGPグローバル設定（BGP Global
Settings）]ボタンをクリックします。

仮想ルータを表示している場合は、仮想ルータのメインリストに戻る必要があります。

ステップ 3 BGPグローバル設定オブジェクトを設定していない場合は、[BGPグローバル設定オブジェク
トの作成（Create BGP Global Settings Object）]をクリックします。

ステップ 4 （オプション）オブジェクト名の変更や、オブジェクトの説明の入力が可能です。デフォルト
のオブジェクト名は BgpGeneralSettingsです。

ステップ 5 少なくとも次の基本設定を行います。

• router bgp as-number。as-numberをクリックして、BGPプロセスの自律システム（AS）
番号を入力します。AS番号には、1～ 4294967295または 1.0～ 65535.65535を指定でき
ます。AS番号は固有に割り当てられた値であるため、インターネットの各ネットワーク
が識別されます。システムは、RFC 5396で定義されている asplainおよび asdot表記をサ
ポートしています。
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• log-neighbor-changes state。stateをクリックして、enableまたは disableを選択します。
enableにした場合（推奨）、BGPネイバーの変化（アップまたはダウン）とリセットがロ
グに記録されます。これは、ネットワーク接続の問題をトラブルシューティングしたり、

ネットワークの安定性を評価する際に役に立ちます。

• transport path-mtu-discovery state。stateをクリックして、enableまたは disableを選択し
ます。enableにした場合（推奨）、システムは 2つの IPホスト間のネットワークパスの最
大伝送ユニット（MTU）サイズを確認し、最大MTUパスを利用します。これにより、IP
フラグメンテーションが回避されます。

• fast-external-fallover state。stateをクリックして、enableまたは disableを選択します。
enableにした場合（推奨）、システムは BGPピアリングセッションに対して、直接接続
されている外部ピアとの高速外部フォールオーバーを使用します。リンクがダウンする

と、セッションは即座にリセットされます。BGP高速外部フォールオーバーをディセーブ
ルにした場合、BGPルーティングプロセスはデフォルトのホールドタイマーの期限（3回
のキープアライブ）が切れるまで待ってからピアリングセッションをリセットします。

• enforce-first-as state。stateをクリックして、enableまたは disableを選択します。enableに
した場合（推奨）、システムは eBGPピアから受信した、AS_PATH属性内の最初のセグ
メントとしてそのピアの自律システム番号が示されていない着信アップデートを拒否しま

す。このコマンドをイネーブルにすると、間違った設定のピアや権限のないピアが、別の

自律システムからのルートであるかのようにルートをアドバタイズすることによってトラ

フィックを誤った宛先に送信する（ローカルルータをスプーフィングする）ことを回避で

きます。

ステップ 6 （オプション）オブジェクト本文の上にある [無効を表示（ShowDisabled）]リンクをクリック
して、その他のすべての設定行を追加します。

オプションの左側にある [+]をクリックすると、次のオプションを有効にすることができます。

• bgp asnotation dotを使用して無効にすることができます。デフォルトの表示を変更し、
BGP 4バイト自律システム番号の正規表現一致形式を、asplain（10進数の値）から asdot
（ドット付き表記）にします。システムでは自律システム番号のデフォルト表示形式とし

て asplainが使用されますが、このコマンドをイネーブルにしていなくても、4バイト自律
システム番号を asplainと asdotの両方の形式で設定できます。

また、正規表現で 4バイト自律システム番号とマッチングするためのデフォルト形式は
asplainであるため、このコマンドをイネーブルにしない場合は、4バイト自律システム番
号とマッチングする正規表現はすべて asplain形式で記述する必要があります。

• bgpscan time60を使用して無効にすることができます。数値をクリックし、ネクストホッ
プを検証するための BGPルータのスキャン間隔を入力します（5～ 60秒）。デフォルト
は 60秒です。

• configure nexthop trigger state。stateをクリックして、enableまたは disableを選択しま
す。BGPネクストホップアドレストラッキングはイベントドリブンです。BGPプレフィッ
クスは、ピアリングセッションの確立時に自動的にトラッキングされます。ネクストホッ

プの変更は、ルーティング情報ベース（RIB）で更新されると BGPに迅速に報告されま
す。この最適化によって、RIBにインストールされているルートのネクストホップの変更
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に対する応答時間が短縮されることで、全体的なBGPコンバージェンスが改善されます。
BGPスキャナサイクル間に最適パス計算が実行されると、変更内容だけが処理および追
跡されます。ネクストホップアドレストラッキングをイネーブルにすると、次のコマン

ドが追加されます。新しいオブジェクトで全般オプションを設定しない場合、デフォルト

ではこの機能が有効になることに注意してください。

• bgp nexthop trigger enableを使用して無効にすることができます。BGPネクストホッ
プアドレストラッキングによって、BGP応答時間を大幅に短縮できます。ただし、
不安定な内部ゲートウェイプロトコル（IGP）ピアにより、BGPが不安定になること
があります。BGPへの影響の可能性を軽減するために、不安定な IGPピアリングセッ
ションを積極的にダンプニングさせることを推奨します。

• bgp nexthop trigger delay 5を使用して無効にすることができます。数値をクリックし
て、BGPネクストホップアドレストラッキングのルーティングテーブルウォーク間
の遅延間隔を設定します。すべてのルーティングテーブルウォーク間の遅延間隔を

調整して IGPの調整パラメータと一致させることで、BGPネクストホップアドレス
トラッキングのパフォーマンスを向上させることができます。デフォルトの遅延間隔

は 5秒であり、高速で調整される IGPの場合はこれが最適な値です。よりゆっくり収
束する IGPの場合は、IGPコンバージェンス時間に応じて遅延間隔を 20秒以上に変
更できます。遅延は 0～ 100秒の間で設定できます。

• bgp aggregate-timer 30を使用して無効にすることができます。数値をクリックして、BGP
ルートが集約される間隔を設定します（6～ 60秒）。デフォルトは 30秒です。

• bgp router-id router-id。router-idをクリックして、グローバルルータ IDとして使用する
IPv4アドレスを入力します。この IDは、ルータ IDを指定していない仮想ルータ内のすべ
ての BGPプロセスに使用されます。このコマンドをイネーブルにしていない場合、ルー
タ IDは仮想ルータに割り当てられている物理インターフェイスの最上位の IPアドレスに
設定されます。このコマンドを使用すると、ルータ IDが安定したまま維持されます。

• bgp maxas-limit value。valueをクリックして、BGPアップデートメッセージ内の AS-path
属性に含まれる自律システム番号の最大数（1～254）を入力します。AS-path属性は、移
動パケットの最短ルートになる送信元と宛先のルータ間の中間 AS番号のシーケンスで
す。システムは、指定された値を超える多数の自律システムを AS-path内に持つルートを
廃棄します。このコマンドは、ASパスセグメント内の自律システム番号の数に制限を設
定するだけでなく、ASパスセグメントの数を 10に制限します。このコマンドをイネー
ブルにしない場合、ルートは廃棄されません。

ステップ 7 （オプション）BGPの詳細オプションを設定します。

必要に応じて [無効を表示（ShowDisabled）]リンクをクリックして、次のコマンドを表示しま
す。設定を編集すると、timersおよびbestpathの両方のオプションセットが表示されます。こ
れは、明示的に設定していない場合でも有効になっているデフォルトがいくつかあるためで

す。

configure bgp advanced advanced-option

advanced-optionをクリックして、次のいずれかを選択します。左の列の [...]をクリックして
[複製（Duplicate）]を選択すると、これらのオプションをすべて設定できます。
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• timersを使用して無効にすることができます。BGPネイバールータとの通信時に使用され
るタイマーを設定します。

timers bgp 60 180 0

•最初の値（デフォルトは60）：キープアライブ間隔。数値をクリックして、システム
がキープアライブメッセージをBGPネイバーに送信する頻度を入力します（0～65535
秒）。20以下を指定しないことをお勧めします。20以下を指定すると、ルートが不
必要にフラッピングする可能性があります。

• 2番目の値（デフォルトは 180）：ホールド時間。数値をクリックして、キープアラ
イブメッセージを受信しなくなってから BGPネイバーの deadを宣言するまでシステ
ムが待機する時間を入力します（0～ 65535秒）。

• 3番目の値（デフォルトは 0）：最小ホールド時間。数値をクリックして、BGPネイ
バーで設定される最小許容ホールド時間を指定します。最小許容ホールド時間は、こ

のシステムのホールド時間として指定した間隔以下にする必要があります。範囲は 0
～ 65535秒です。

• bestpathを使用して無効にすることができます。BGPベストパス選択アルゴリズムで使用
されるオプションを設定します。bgp default local-preferenceコマンドがデフォルトで設定
されていますが、コマンドの [+]をクリックして他のコマンドを追加することもできます。

• bgp default local-preference 100を使用して無効にすることができます。数値をクリッ
クして、BGP AS内の他のルータに対するこのシステムの優先順位を示す値を入力し
ます（0～ 4294967295）。デフォルト値は 100です。値が大きいほど、優先度が高い
ことを示します。この優先度は、ローカル自律システム内のすべてのルータおよびア

クセスサーバーに送信されます。この属性は iBGPピア間だけで交換され、ローカル
ポリシーを決定するために使用されます。

• bgp always-compare-medを使用して無効にすることができます。異なる自律システム
にあるネイバーからのパスのMulti Exit Discriminator（MED）の比較を許可します。
デフォルトでは、異なる自律システム内のネイバーからのパスに対して、MEDを比
較しません。

• bgp bestpath compare-routeridを使用して無効にすることができます。2つの異なるピ
ア（ルータ IDを除くすべての属性が同じ）から 2つの同一のルートが受信されたと
きに、最適パス選択のタイブレーカーとしてルータ IDを使用します。このコマンド
がイネーブルになっている場合、その他の属性がすべてが等しければ、最も小さい

ルータ IDが最適パスとして選択されます。それ以外の場合は、最初に受信したルー
トが使用されます。

• bgp deterministic-medを使用して無効にすることができます。隣接 ASからアドバタ
イズされた最適なMEDパスを選択します。

• bgp bestpath med missing-as-worstを使用して無効にすることができます。MED属性
が欠落しているパスを最も優先度の低いパスとして設定します。デフォルトでは、

MEDが欠落しているルートが最適ルートと見なされます。
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• graceful-restartを使用して無効にすることができます。高可用性またはクラスタ構成のシ
ステムのグレースフルリスタートを設定します。

• bgp graceful-restartを使用して無効にすることができます。ノンストップフォワー
ディングのグレースフルリスタートを有効にします。グレースフルリスタートを使用

すると、システムは、再起動中にアドレスグループのフォワーディングステートを

維持する機能をアドバタイズできます。

• bgp graceful-restart restart-time 120を使用して無効にすることができます。数値をク
リックして、リスタートイベントが発生した後、グレースフルリスタート対応ネイ

バーが通常の動作に戻るまでシステムが待機する最大時間を入力します（1～ 3600
秒）。デフォルトは 120秒です。

• bgp graceful-restart stalepath-time 360を使用して無効にすることができます。数値を
クリックして、リスタートしているピアの古いパスをシステムが保持する最大時間を

入力します（1～3600秒）。すべての古いパスは、このタイマーが期限切れになった
後に削除されます。デフォルト値は 360秒です。

ステップ 8 [OK]をクリックします。

BGPプロセスの設定
BGPグローバル設定を構成した後に、BGPプロセスを設定できます。仮想ルータを使用して
いる場合は、仮想ルータごとに個別のプロセスを作成できます。システムまたは仮想ルータご

とに、最大でも 1つの BGPプロセスを設定できます。

手順

ステップ 1 [デバイス（Device）]をクリックしてから、[ルーティング（Routing）]サマリーをクリックし
ます。

ステップ 2 仮想ルータを有効にした場合は、BGPを設定しているルータの表示アイコン（ ）をクリッ

クします。

ステップ 3 [BGP]タブをクリックします。

ステップ 4 次のいずれかを実行します。

•新しいプロセスを作成するには、[+]をクリックするか、[BGPオブジェクトの作成（Create
BGP Object）]ボタンをクリックします。

•編集するオブジェクトの横にある編集アイコン（ ）をクリックします。オブジェクトを

編集すると、直接設定していない行が表示される場合があることに注意してください。こ

れらの行は、設定されているデフォルト値を示すために公開されています。

プロセスが不要になった場合は、オブジェクトのごみ箱アイコンをクリックして削除します。
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ステップ 5 名前を入力し、オプションでオブジェクトの説明を入力します。

ステップ 6 プロセスの最小限の設定を行います。

• router bgp as-number。as-numberをクリックして、グローバル設定で指定した BGPプロ
セスと同じ自律システム（AS）番号を入力します。AS番号には、1～ 4294967295または
1.0～ 65535.65535を指定できます。AS番号は固有に割り当てられた値であるため、イン
ターネットの各ネットワークが識別されます。システムは、RFC 5396で定義されている
asplainおよび asdot表記をサポートしています。

• configure address-family ip-protocol。Ip protocolをクリックして、IPv4または IPv6を選択
します。仮想ルータを使用している場合、IPv6はグローバルルータにのみ設定できます。
IPv4は、すべての仮想ルータに設定できます。オプションを選択すると、address-family
ipv4 unicastまたは address-family ipv6 unicastコマンドが追加され、さらに次のコマンド
を設定する必要が生じます。

• configure address-family {ipv4 | ipv6} settings。settingsをクリックして、generalまた
は advancedを選択します。これらのオプションの下で少なくとも 1つのコマンドを
設定する必要がありますが、これだけでは意味のあるプロセスには不十分です。

ステップ 7 [無効を表示（ShowDisabled）]をクリックして、ネットワークで正しく機能するようにプロセ
スをカスタマイズします。

ここまで説明したように、最小限のコマンドセットを設定すれば、オブジェクトを保存して後

でプロセス設定をカスタマイズできます。以降のトピックでは、さまざまなオプションのセッ

トについて説明します。少なくとも、ネットワーク設定を完了して、プロセスがルートを配布

する先のネットワークを特定する必要があります。全般と詳細の両方の設定には、大部分の状

況に適切となるコマンドのデフォルトがあります。

• BGP一般設定（11ページ）

• BGP詳細設定（12ページ）

• BGPがアドバタイズするネットワークの設定（14ページ）

• BGPルートの挿入の設定（16ページ）

• BGP集約アドレス設定（17ページ）

• IPv4用の BGPフィルタ設定の指定（19ページ）

• BGPネイバーの設定（20ページ）

•他のルーティングプロトコルからの BGPルート再配布の設定（29ページ）

ステップ 8 （オプション）プロセスのルータ IDを設定します。

BGPのグローバル設定で、BGPプロセスに使用するルータ IDを設定できます。必要に応じ
て、プロセスオブジェクトでも設定できます。プロセスオブジェクトで設定されたルータ ID
は、グローバルルータ IDをオーバーライドします。これにより、特定の仮想ルータのグロー
バル値を簡単にオーバーライドすることができます。

ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）
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次のコマンドが表示されない場合は、[無効を表示（ShowDisabled）]をクリックし、その横に
ある [+]をクリックしてコマンドを有効にします。

• bgp router-id router-id。router-idをクリックして、このプロセスのルータ IDとして使用
する IPv4アドレスを入力します。このコマンドをイネーブルにしていない場合、ルータ
IDはグローバルルータ ID、または仮想ルータに割り当てられている物理インターフェイ
スの最上位の IPアドレスに設定されます。このコマンドを使用すると、ルータ IDが安定
したまま維持されます。

ステップ 9 [OK]をクリックします。

BGP一般設定

全般設定では、アドミニストレーティブディスタンス、タイマー、ネクストホップアドレス

トラッキング（IPv4のみ）が定義されます。これらのオプションには、ほとんどのネットワー
クに適したデフォルト設定があります。

手順

ステップ 1 [デバイス（Device）]をクリックしてから、[ルーティング（Routing）]サマリーをクリックし
ます。

ステップ 2 仮想ルータを有効にした場合は、BGPを設定しているルータの表示アイコン（ ）をクリッ

クします。

ステップ 3 [BGP]タブをクリックします。

ステップ 4 BGPプロセスオブジェクトを追加または編集します。

ステップ 5 configure address-family ipv4または ipv6行を見つけます。generalオプションがすでに選択さ
れている場合は、次の手順に進みます。それでも、次の対応を試してください。

• settings変数がまだ表示されている場合は、それをクリックして generalを選択します。

•高度なオプションをすでに設定している場合は、コマンドの左側にある [...]ボタンをク
リックして、[複製（Duplicate）]を選択します。次に、settingsをクリックして generalを
選択します。

ステップ 6 次のコマンドを設定します。

• distance bgp 20 200 200を使用して無効にすることができます。BGPのアドミニストレー
ティブディスタンスを設定します（1～ 255）。これらの数値は、システムが最適なルー
トを選択したときに他のルーティングプロセスに割り当てられる管理値との相対的な値で

す。通常は、値が大きいほど、信頼性の格付けが下がります。他のプロトコルが外部BGP
（eBGP）によって実際に学習されたルートよりも良いルートをノードに提供できること
がわかっている場合、または一部の内部ルートが BGPによって優先されるべきである場
合、このコマンドを使用します。アドミニストレーティブディスタンスが255のルートは
ルーティングテーブルに格納されません。数値は、次を意味します。
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•最初の値（デフォルトは 20）：外部ディスタンス。数値をクリックして、外部 BGP
ルートのアドミニストレーティブディスタンスを入力します。外部自律システムから

学習されたルートは、外部ルートです。

• 2番目の値（デフォルトは200）：内部ディスタンス。数値をクリックして、内部BGP
ルートのアドミニストレーティブディスタンスを入力します。ローカル自律システム

のピアから学習されたルートは、内部ルートです。内部 BGPルートのアドミニスト
レーティブディスタンスを変更することは危険と見なされており、推奨されません。

不適切な設定により、ルーティングテーブルの不整合性やルーティングの中断が発生

する可能性があります。

• 3番目の値（デフォルトは200）：ローカルディスタンス。数値をクリックして、ロー
カルBGPルートのアドミニストレーティブディスタンスを入力します。ローカルルー
トは、BGPルーティングプロセスでnetworkコマンドによりリストされるネットワー
ク（つまりプロセスがアドバタイズしているネットワーク）、または別のプロセスか

ら BGPに再配布されているネットワーク向けのものです。

ステップ 7 [OK]をクリックします。

BGP詳細設定

詳細設定を使用して、特別な状況下でのみ必要となる各種オプションを設定します。これらの

オプションのほとんどは、デフォルトでは無効になっています。

始める前に

table-mapコマンドを設定する場合は、初めに [デバイス（Device）] > [詳細設定（Advanced
Configuration）]ページに移動して、コマンドで必要となるスマートCLIルートマップオブジェ
クトを作成する必要があります。

手順

ステップ 1 [デバイス（Device）]をクリックしてから、[ルーティング（Routing）]サマリーをクリックし
ます。

ステップ 2 仮想ルータを有効にした場合は、BGPを設定しているルータの表示アイコン（ ）をクリッ

クします。

ステップ 3 [BGP]タブをクリックします。

ステップ 4 BGPプロセスオブジェクトを追加または編集します。

ステップ 5 configure address-family ipv4または ipv6行を見つけます。advancedオプションがすでに選択
されている場合は、次の手順に進みます。それでも、次の対応を試してください。

• settings変数がまだ表示されている場合は、それをクリックして advancedを選択します。
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•すでに全般オプションを設定している場合は、コマンドの左側にある [...]ボタンをクリッ
クして [複製（Duplicate）]を選択します。次に、settingsをクリックして advancedを選択
します。

ステップ 6 次のコマンドを設定します。最初にオブジェクトを作成するときに、最初のコマンド以外のす
べてのコマンド表示するには [無効を表示（ShowDisabled）]をクリックする必要があります。

コマンドを有効にするには、コマンドの [+]をクリックします。

• bgp redistribute-internalを使用して無効にすることができます。EIGRPや OSPFなどの内
部ゲートウェイプロトコル（IGP）への iBGPの再配布を設定します。iBGPを IGPに再配
布する際は、慎重に行ってください。再配布されるプレフィックスの数を制限するために

IP prefix-listステートメントおよび route-mapステートメントを使用します。フィルタリン
グされていない BGPルーティングテーブルを IGPに再配布すると、通常の IGPネット
ワーク動作に影響を及ぼす可能性があります。このコマンドはデフォルトで有効になって

いるため、オフにするには [-]ボタンをクリックする必要があります。

• bgp suppress-inactiveを使用して無効にすることができます。RIB（非アクティブなルー
ト）にインストールされていないルートがピアにアドバタイズされることを防止します。

デフォルトの設定では、BGPは非アクティブなルートをアドバタイズします。BGPは、
RIBにインストールされていないルートにRIB失敗フラグを付けることに注意してくださ
い。このフラグは、show bgpコマンドの出力にも、Rib-Failure (17)のように表示されま
す。このフラグは、ルートまたはRIBに関するエラーまたは問題を示すものではありませ
ん。

• auto-summaryを使用して無効にすることができます。（IPv4のみ）サブネットルートを
ネットワークレベルのルートに自動的に集約します。ルート集約により、ルーティング

テーブルにおけるルーティング情報の量が少なくなります。切断されているサブネット間

のルーティングを実行する必要がある場合は、自動サマライズを無効にします。自動サマ

ライズを無効にすると、サブネットがアドバタイズされます。

• synchronizationを使用して無効にすることができます。BGPと、OSPFなどの内部ゲート
ウェイプロトコル（IGP）システムの間の同期を有効にします。通常、ルートがローカル
であるか IGPに存在する場合を除き、BGPスピーカーは外部ネイバーにルートをアドバ
タイズしません。この機能により、自律システム内のルータおよびアクセスサーバーは、

BGPが他の自律システムでルートを使用可能にする前にルートを確保できるようになりま
す。自律システム内の他のルータが BGPを実行していない場合、このコマンドを使用し
ます。

• table-map route-map options。（IPv4のみ）BGPルーティングテーブル内で更新された
ルートのメトリック、タグ値、またはトラフィックインデックスを設定するルートマップ

を適用するか、ルートが RIBにダウンロードされるかどうかを制御します。route mapを
クリックして、ルートマップを定義するスマートCLIオブジェクトを選択します。ルート
マップでは、IPアクセスリスト、自律システムパス、コミュニティ、プレフィックスリス
ト、およびネクストホップに対して match句を使用できます。

optionsをクリックして、空白または filterのいずれかを選択することで、ルートマップの
使用方法を決定できます。
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• filterを選択しない場合、ルートが RIBにインストールされる前に、ルートマップを
使用してルートの特定のプロパティが設定されます。ルートは、ルートマップで許可

されているか拒否されているかにかかわらず、常にダウンロードされます。

• filterを選択すると、ルートマップは BGPルートが RIBにダウンロードされるかどう
かも制御します。ルートマップで許可されているルートのみがダウンロードされま

す。拒否されたルートはダウンロードされません。

• default-information originateを使用して無効にすることができます。デフォルトのルート
（ネットワーク0.0.0.0）をアドバタイズするようにBGPを設定します。default-information
originateコマンドの設定は、networkコマンドの設定に似ています。ただし、
default-information originateコマンドではルート 0.0.0.0を明示的に再配布する必要があ
り、これもこのオブジェクトで設定する必要があります。networkコマンドでは、ルート
0.0.0.0が OSPFなどの内部ゲートウェイプロトコル（IGP）のルーティングテーブルに存
在することのみが必要です。このため、デフォルトルートを配布する場合にnetworkコマ
ンドが優先されます。

• maximum paths 1を使用して無効にすることができます。ルーティングテーブルにインス
トールできる並列BGPルートの最大数を制御します（1～ 8）。このコマンドは、BGPピ
アリングセッションに等コストまたは非等コストマルチパスロードシェアリングを設定

するために使用されます。ルートを BGPルーティングテーブル内のマルチパスとして導
入する場合、ルートはすでにある他のルートと同じネクストホップを持つことはできませ

ん。BGPルーティングプロセスは、BGPマルチパスロードシェアリングが設定されてい
る場合、BGPピアに最適パスをアドバタイズします。等コストルートの場合、最下位の
ルータ IDを持つネイバーからのパスは、ベストパスとしてアドバタイズされます。

BGP等コストマルチパスロードシェアリングを設定するには、すべてのパス属性を同じ
にする必要があります。パスの属性には、重み値、ローカルプリファレンス、自律システ

ムパス（長さだけでなく、属性全体）、オリジンコード、MED、および Interior Gateway
Protocol（IGP）のディスタンスが含まれます。

• maximum paths ibgp 1を使用して無効にすることができます。ルーティングテーブルにイ
ンストールできる内部 BGPルートの最大数を制御します（1～ 8）。マルチパス iBGPの
考慮事項は、上記の maximum pathsコマンドで説明されているものと同じです。

ステップ 7 [OK]をクリックします。

BGPがアドバタイズするネットワークの設定

BGPルーティングプロセスによってアドバタイズ可能なネットワークを定義する必要がありま
す。
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始める前に

アドバタイズするネットワークを定義するネットワークオブジェクトを作成します。BGP用に
設定するアドレスファミリに応じて、IPv4または IPv6ネットワーク、またはその両方を定義
できます。

ネットワークオブジェクトで大規模なネットワークスペースが指定されている場合は、アドバ

タイズしたくない大きなスペース内のサブネットを除外するために、ネットワークオブジェク

トに対して適用するルートマップを作成することもできます。ルートマップの仕様に一致する

ルートだけがアドバタイズされます。Smart CLIを使用して、ルートマップオブジェクトを作
成します。

手順

ステップ 1 [デバイス（Device）]をクリックしてから、[ルーティング（Routing）]サマリーをクリックし
ます。

ステップ 2 仮想ルータを有効にした場合は、BGPを設定しているルータの表示アイコン（ ）をクリッ

クします。

ステップ 3 [BGP]タブをクリックします。

ステップ 4 BGPプロセスオブジェクトを追加または編集します。

networkコマンドは、configure address family ipv4または ipv6コマンドの下のコマンドセット
内にあります。アドバタイズするネットワークを設定するには、アドレスファミリを設定する

必要があります。

各アドレスグループ内のnetworkコマンドは、設定するアドレスファミリに一致するアドレス
を指定する必要があります。

ステップ 5 [無効を表示（Show Disabled）]をクリックしてすべてのコマンドを表示し、[+]をクリックし
て networkまたは network route-mapコマンドを有効にします。

• network-object：変数をクリックして、アドバタイズするネットワークを定義するネット
ワークオブジェクト（IPv4ネットワークアドレスとマスク、または IPv6ネットワークア
ドレスとプレフィックス）を選択します。

• route-map map-tag：変数をクリックし、ネットワークオブジェクトに適用するルートマッ

プを選択して、範囲内のどのアドレスをアドバタイズするかをフィルタリングします。

•（任意、IPv6のみ）prefix-name：変数をクリックし、プレフィックスをアドバタイズする
DHCPv6プレフィックスの名前を入力します。このオプションを設定すると、ネットワー
クオブジェクトはプレフィックスのサブネットとして機能します。このオプションを使用

するには、DHCPv6プレフィックス委任クライアントをイネーブルにする必要がありま
す。これを行うには、FlexcCnfigを使用して、インターフェイスコンフィギュレーション
モードで ipv6 dhcp client pdコマンドをインターフェイスに追加する必要があります。

ステップ 6 [...] > [重複（Duplicate）]（networkまたは network route-mapコマンドの横）をクリックし
て、アドバタイズする追加のネットワークを設定します。
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ステップ 7 [OK]をクリックします。

BGPルートの挿入の設定

BGPルーティングテーブルに固有性の強いルートを注入するよう条件付きルート注入を設定す
ることができます。条件付きルート注入により、一致するものがなくても、より具体的なプレ

フィックスを BGPルーティングテーブルにすることができます。注入されたプレフィックス
には、有効な親ルートが存在する必要があります。集約ルート（既存プレフィックス）と同じ

かそれより具体的なプレフィックスのみを注入できます。

始める前に

プレフィックスを定義するために必要なルートマップを作成する必要があります。これらの

ルートマップは、手順で説明されている要件を満たしている必要があります。

手順

ステップ 1 [デバイス（Device）]をクリックしてから、[ルーティング（Routing）]サマリーをクリックし
ます。

ステップ 2 仮想ルータを有効にした場合は、BGPを設定しているルータの表示アイコン（ ）をクリッ

クします。

ステップ 3 [BGP]タブをクリックします。

ステップ 4 BGPプロセスオブジェクトを追加または編集します。

route injectionコマンドは、configure address family ipv4または ipv6コマンドの下のコマンド
セット内にあります。アドバタイズするネットワークを設定するには、アドレスファミリを設

定する必要があります。

ステップ 5 [無効を表示（Show Disabled）]をクリックしすべてのコマンドを表示し、[+]をクリックして
bgp inject-mapコマンドを有効にします。

ステップ 6 コマンドのプロパティを設定します。

• inject-map inject-map：変数をクリックし、作成されてルーティングテーブルにインストー

ルされるプレフィックスを定義するルートマップを選択します。注入されたプレフィック

スは、ローカル BGP RIBに格納されます。有効な親ルートが存在する必要があります。
集約ルート（既存プレフィックス）と同じかそれより具体的なプレフィックスのみを注入

できます。ルートマップでは、プレフィックスリストを使用して、注入するルートを指定

する必要があります。

• exist-map exist-map：変数をクリックし、BGPスピーカーが追跡するプレフィックスを定
義するルートマップを選択します。このルートマップでは、プレフィックスリストを使用

して、集約プレフィックスとルートソースを指定する必要があります。ルートソースは、

サブネットではなく、ルータ（10.2.1.1/32など）になります。
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• options：必要に応じて、変数をクリックし、copy-attributesを選択します。このオプショ
ンにより、集約ルートと同じ属性を継承するように、注入されたプレフィックスが設定さ

れます。このキーワードを選択しない場合、注入されたプレフィックスは、ローカルで生

成されたルートのデフォルト属性を使用します。

ステップ 7 追加のルート注入ルールを設定するには、[...] > [重複（Duplicate）]（bgp inject-mapコマンド
の横）をクリックします。

ステップ 8 [OK]をクリックします。

BGP集約アドレス設定

BGPネイバーはルーティング情報を格納し、交換しますが、設定される BGPスピーカーの数
が増えるに従って、ルーティング情報の量が増えます。ルート集約は、複数の異なるルートの

属性を合成し、1つのルートだけがアドバタイズされるようにするプロセスです。集約プレ
フィックスは、クラスレスドメイン間ルーティング（CIDR）の原則を使用して、複数の隣接
するネットワークを、ルーティングテーブルに要約できる IPアドレスのクラスレスセット 1
つに合成します。結果として、アドバタイズの必要なルートは少なくなります。

キーワードを指定せずに集約ルートを設定すると、指定された範囲内にあるより具体的なBGP
ルートが使用できる場合、BGPルーティングテーブルに集約エントリが作成されます（集約に
一致する長いプレフィックスは、ルーティング情報ベース（RIB）に存在する必要がありま
す）。集約ルートは自律システムからのルートとしてアドバタイズされます。また、この集約

ルートには、情報が失われている可能性を示すために、アトミック集約属性が設定されますア

トミック集約属性は、as-setキーワードを指定しない限り設定されます。

次の手順では、特定のルートを 1つのルートに集約する設定方法について説明します。

始める前に

ルートマップを適用して、集約されるルート、または集約ルートに設定されている属性を微調

整するには、Smart CLIルートマップオブジェクトを作成します。

手順

ステップ 1 [デバイス（Device）]をクリックしてから、[ルーティング（Routing）]サマリーをクリックし
ます。

ステップ 2 仮想ルータを有効にした場合は、BGPを設定しているルータの表示アイコン（ ）をクリッ

クします。

ステップ 3 [BGP]タブをクリックします。

ステップ 4 BGPプロセスオブジェクトを追加または編集します。

aggregationコマンドは、configure address family ipv4または ipv6コマンドの下のコマンドセッ
ト内にあります。集約を設定するには、アドレスファミリを設定する必要があります。
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ステップ 5 [無効を表示（Show Disabled）]をクリックしすべてのコマンドを表示し、[+]をクリックして
configure aggregate-addressコマンドを有効にします。

ステップ 6 map-type変数をクリックし、この特定の集約ルートに適用するルートマップのタイプを選択し
ます。

このオプションでは、オブジェクトに追加されるaggregate-addressコマンドに含めるパラメー
タを決めます。最大 3つの独立したルートマップを適用して、集約からのルートを抑制し、
ルートをアドバタイズし、集約ルートに適用する属性を定義できます。

•ルートマップを適用する必要がない場合は、no-mapを選択します。

• 3つのオプションすべてにルートマップを適用する場合は、allを選択します。

•すべてではなく、1つまたは 2つのマップを適用する場合は、適切なキーワードの組み合
わせを選択します。suppress-map、advertise-map、attribute-map、suppress-advertise、
suppress-attribute、advertise-attribute。

ステップ 7 集約するルートのプロパティを設定します。

次に、プロパティの完全なリストを示します。表示される内容は、選択するマップタイプに

よって異なります。

• network-object：変数をクリックし、集約するアドレス空間を定義するネットワークオブ
ジェクトを選択します。オブジェクトでは、設定しているアドレスタイプに一致する IPv4
または IPv6アドレッシングを使用する必要があります。たとえば、すべての 10.0.0.0/8サ
ブネットのルートを集約できます。

• suppress-map suppress-route-map：変数をクリックし、ルートマップを選択して、指定さ

れたルートのアドバタイズメントを抑制します。ルートマップのmatch句を使用して、集
約のより具体的な一部のルートを選択的に抑制し、他のルートは抑制しないようにできま

す。ルートマップは、アクセスリストと自律システムパスに基づいてルートを照合できま

す。

• advertise-map advertise-route-map：変数をクリックし、集約ルートの異なるコンポーネン

ト（AS_SETやコミュニティなど）を構築するために使用される特定のルートを選択する
ルートマップを選択します。これは、集約のコンポーネントが別々の自律システムにあ

り、AS_SETで集約を作成して同じ自律システムの一部にアドバタイズする場合に役立ち
ます。AS_SETから特定の自律システム番号を省略し、集約が受信ルータのBGPループ検
出メカニズムによってドロップされるのを防ぐことを忘れてはなりません。ルートマップ

は、アクセスリストと自律システムパスに基づいてルートを照合できます。

• attribute-map attribute-route-map：変数をクリックし、集約ルートの属性を変更するルー

トマップを選択します。これは、AS_SETを構成するルートの 1つが community no-export
属性（集約ルートがエクスポートされるのを防ぐ）などの属性で設定されている場合に役

立ちます。

• options：変数をクリックし、次のオプションのいずれか、またはすべてを選択するか、い
ずれも選択しません。
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• as-setを使用して無効にすることができます。集約ルートの自律システム設定パス情
報を生成します。このルートにアドバタイズされるパスは、集約中のすべてのパス内

に含まれるすべての要素で構成されるAS_SETになります。このルートは集約された
ルート変更に関する自律システムパス到着可能性情報として継続的に削除して更新す

る必要があるため、多くのパスを集約する際にはこのキーワードを使用しないでくだ

さい。

• summary-onlyを使用して無効にすることができます。すべてのネイバーへの、より具
体的なルートのアドバタイズメントを抑制します。

ステップ 8 [...] > [重複（Duplicate）]（configure aggregate-addressコマンドの横）をクリックして、集約
する追加ルートを設定します。

ステップ 9 [OK]をクリックします。

IPv4用の BGPフィルタ設定の指定

システムが他のルーティングプロトコルから学習する、または他のルーティングプロトコルに

アドバタイズする、ルーティング情報を制限するフィルタルールを作成できます。

ここで説明する設定は、すべてのローカルプロセスに適用され、すべての BGPネイバーへの
アップデートのフィルタ処理に使用されます。ネイバー設定では、ネイバーごとに異なるフィ

ルタルールを設定できます。

始める前に

各フィルタルールに必要なスマートCLI標準アクセスリストオブジェクトを作成します。拒否
アクセス制御エントリ（ACE）を使用してエントリに一致するルートを除外し、更新する必要
があるルートの ACEを許可します。

手順

ステップ 1 [デバイス（Device）]をクリックしてから、[ルーティング（Routing）]サマリーをクリックし
ます。

ステップ 2 仮想ルータを有効にした場合は、BGPを設定しているルータの表示アイコン（ ）をクリッ

クします。

ステップ 3 [BGP]タブをクリックします。

ステップ 4 BGPプロセスオブジェクトを追加または編集します。

filteringコマンドは、configure address family ipv4コマンドの下のコマンドセット内にありま
す。フィルタ処理を設定するには、アドレスファミリを設定する必要があります。これらの

ルールは IPv6には使用できません。

ステップ 5 [無効を表示（Show Disabled）]をクリックしてすべてのコマンドを表示し、[+]をクリックし
て configure filter-rules directionコマンドを有効にします。
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ステップ 6 [direction]をクリックし、in（インバウンドアップデートをフィルタ処理する場合）または out
（アウトバウンドアップデートをフィルタ処理する場合）を選択します。

ステップ 7 インバウンドフィルタの場合は、必要に応じて、アップデートをフィルタ処理するインター

フェイスを指定できます。インターフェイスを指定しない場合、フィルタは任意のインター

フェイスで受信されるすべてのアップデートに適用されます。

a) [+]をクリックして distribute-list acl-name in interface interfaceコマンドを有効にしま

す。

b) [interface]変数をクリックし、インターフェイスを選択します。

ステップ 8 アウトバウンドフィルタの場合は、必要に応じて、プロトコルを指定して、そのルーティング

プロセスにアドバタイズされたルートにフィルタを制限できます。

distribute-list outコマンドには 2つの形式があります。一方には [protocol]変数の後に [identifier]
識別子があり、もう一方には [identifier]識別子がありません。次のプロトコルを選択できます
が、追加の識別子情報を提供する必要があるかどうかに基づいて、これらのコマンドのバー

ジョン間でプロトコルが分けられます。

• connectedを使用して無効にすることができます。システムのインターフェイスに直接接
続されているネットワークに対して確立されたルート用です。

• staticを使用して無効にすることができます。手動で作成したスタティックルート用です。

• ripを使用して無効にすることができます。RIPにアドバタイズされたルート用です。

• bgp automonous-system：BGPにアドバタイズされたルート用です。[identifier]をクリック
し、システムで定義されている BGPプロセスの自律システム番号を入力します。

• eigrp automonous-system：EIGRPにアドバタイズされたルート用です。[identifier]をクリッ
クし、システムで定義されている EIGRPプロセスの自律システム番号を入力します。

• ospf process-id：OSPFにアドバタイズされたルート用です。[identifier]をクリックし、シ
ステムで定義されている OSPFプロセスのプロセス IDを入力します。

ステップ 9 [...] > [重複（Duplicate）]（configure filter-rulesコマンドの横）をクリックして、別のフィル
タルールを定義します。必要な数だけ定義します。

ステップ 10 [OK]をクリックします。

BGPネイバーの設定

BGPがルーティングアップデートを交換するネイバーを定義する必要があります。

始める前に

いくつかのオプションコマンドには、ルートマップ、プレフィックスリストなどのためにSmart
CLIオブジェクトが必要です。設定が必要なオプションを調べて、オブジェクトが必要かどう
かを判断してください。Smart CLIオブジェクトは、関連する BGPコマンドを設定する前に作
成する必要があります。
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手順

ステップ 1 [デバイス（Device）]をクリックしてから、[ルーティング（Routing）]サマリーをクリックし
ます。

ステップ 2 仮想ルータを有効にした場合は、BGPを設定しているルータの表示アイコン（ ）をクリッ

クします。

ステップ 3 [BGP]タブをクリックします。

ステップ 4 BGPプロセスオブジェクトを追加または編集します。

neighborコマンドは、configure address family ipv4または ipv6コマンドの下のコマンドセット
内にあります。ネイバーは、アドレスファミリごとに個別に設定する必要があります。

ステップ 5 [無効を表示（Show Disabled）]をクリックしすべてのコマンドを表示し、[+]をクリックして
configure neighborコマンドを有効にします。

ステップ 6 neighborコマンドで基本ネイバーパラメータを設定します。

• neighbor neighbor-address：変数をクリックし、設定しているアドレスグループに応じて、

BGPネイバールータの IPv4アドレスまたは IPv6アドレスを入力します。

• remote-as as-number：変数をクリックし、BGPネイバールータの自律システム番号を入
力します。

• config-options：変数をクリックし、propertiesを選択します。デフォルトで設定されてい
るプロパティだけで、ネイバーがアクティブになります。この手順で説明されているよう

に、他のオプションを調整できます。

ステップ 7 （オプション）ネイバーの全般設定を指定します。

a) [+]をクリックして configure neighbor neighbor-address remote-as settingsコマンドを有効

にします。コマンドが表示されない場合は、[無効を表示（Show Disabled）]をクリックし
ます。

b) [settings]をクリックし、generalを選択します。

c) configure neighbor descriptionコマンドで、変数をクリックし、最大 80文字のネイバーの
説明（場所や目的など）を入力するか、説明が必要ない場合は [-]をクリックしてコマン
ドを無効にします。説明にスペースや疑問符を含めることはできません。

d) （IPv4のみ）configure neighbor shutdownコマンドは、最初は有効になっています。この
コマンドにより、このBGPネイバーとの通信が無効になり、アクティブなセッションが終
了して、関連するルーティング情報がすべて削除されます。このネイバーとアクティブに

通信するには、[-]をクリックしてこのコマンドを無効にします。
e) configure neighbor fall-over bfdコマンドで、[option]をクリックして、single-hopまたは

multi-hop（BFD構成に基づいて）を選択するか、[-]をクリックしてコマンドを無効にし
ます。

このコマンドにより、Bidirectional ForwardingDetection（BFD）からフォワーディングパス
検出エラーメッセージを受信するためにBGPが登録されます。シングルホップを選択する
かマルチホップを選択するかは、このネイバーへの接続に使用されるインターフェイスに
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対して作成して適用したBFDテンプレートのタイプによって異なります。ここでの選択が
BFDテンプレートと一致していることを確認してください。BFDテンプレートを作成と適
用には FlexConfigを使用する必要があります。

ステップ 8 （オプション）ネイバーの詳細設定を指定します。

a) すでに設定されている場合は、[...] > [複製（Duplicate）]を configure neighbor
neighbor-address remote-as settingsコマンドに対してクリックするか、まだ使用されてい

ない場合は [+]をクリックして有効にします。コマンドが表示されない場合は、[無効を表
示（Show Disabled）]をクリックします。

b) [settings]をクリックし、advancedを選択します。

c) neighbor passwordコマンドで、[secret]変数をクリックし、ネイバーの認証時に使用する
パスワードを含む秘密鍵オブジェクトを選択するか、メッセージダイジェスト 5（MD5）
認証を使用しない場合は [-]をクリックしてコマンドを無効にします。BGPオブジェクト
の編集時に鍵オブジェクトを作成できます。

秘密鍵オブジェクトには、大文字と小文字が区別される最大 25文字のパスワードを含め
る必要があります。この文字列には、英数字とスペースおよび特殊文字の ` ~ ! @ # $ % ^
& * () - _ = + | \ } ] { [ " ` : ; / > < . , ?を使用できます。ただし、数字-スペース-任意の文字の
形式ではパスワードを指定できません。数字の後にスペースを使用すると、認証に失敗す

る原因となることがあります。

ネイバーが同じパスワードを使用するように設定されていることを確認します。

d) configure neighbor hopsコマンドで、[options]変数をクリックして次のいずれかを選択す
るか、ピアが複数ホップ離れていない（つまり、このシステムに直接接続されていない）

場合は [-]をクリックしてコマンドを無効にします。これらのオプションはルーティング
ループや振動ルートを発生させる可能性があるため、注意して使用してください。直接接

続されたピアのみを設定することをお勧めします。

• ebgp-multihopを使用して無効にすることができます。直接接続されていないネット
ワーク上の外部ピアからの BGP接続を受け入れ、またそのピアへの BGP接続を試み
ます。このオプションを選択すると、次のコマンドが追加されます。

• neighbor ebgp-multihop 255を使用して無効にすることができます。[255]をクリッ
クし、1～ 255のホップ数で存続可能時間の値を入力します。

• neighbor disable-connected-checkを使用して無効にすることができます。ループ
バックインターフェイスを使用するシングルホップピアとの eBGPピアリング
セッションを確立するには、[+]をクリックしてこのコマンドを有効にして、接続
検証を無効にします。このコマンドを使用しない場合、ピアが同じネットワーク

セグメントに直接接続されていないと、ピアリングセッションは確立されませ

ん。

• ttl-security-hopを使用して無効にすることができます。BGPピアリングセッションを
保護し、2つの外部BGP（eBGP）ピアを区切るホップの最大数を設定します。このオ
プションを選択すると、次のコマンドが追加されます。
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neighbor ttl-security hops hop-count：変数をクリックし、ピアを区切るホップの最大

数を 1～ 254の範囲で入力します。

neighbor ttl-securityコマンドは、CPU利用率に基づく攻撃から BGPピアリングセッ
ションを保護するための簡単なセキュリティメカニズムを提供します。この種の攻撃

は、通常、パケットヘッダーの送信元と宛先の IPアドレスを偽造した大量の IPパ
ケットでネットワークをあふれさせてネットワークをディセーブルにしようとする典

型的な力任せのサービス拒否（DoS）攻撃です。

この機能は、TTLカウントがローカルの設定値以上である IPパケットだけを受け入れ
るという IPパケットの設計上の動作を利用したものです。IPパケットの TTLカウン
トを完全に偽造することは一般には不可能であると考えられます。内部の送信元ネッ

トワークまたは宛先ネットワークにアクセスしない限り、信頼できるピアからのTTL
カウントに完全に一致するパケットを偽造することはできません。

この機能の効果を最大化するには、ローカルネットワークと外部ネットワーク間の

ホップ数が一致するように hop-countの値を正確に設定する必要があります。また、
この機能をマルチホップピアリングセッションに対して設定する場合は、パスがそ

れぞれで異なる点についても考慮する必要があります。ネットワーク内のすべての

ルータでこの機能が設定されていることを確認してください。

e) neighbor versionコマンドで、[version-number]変数をクリックし、「4」と入力してソフト
ウェアに BGPバージョン 4を強制的に使用させるか、[-]をクリックしてコマンドを無効
にします。ソフトウェアはデフォルトではバージョン 4を使用し、必要に応じて動的に
バージョン 2にネゴシエートします。このコマンドで「4」を設定すると、バージョンネ
ゴシエーションが防止されます。

f) neighbor transport connection-modeコマンドで、[options]変数をクリックして TCP接続が
activeまたは passiveのいずれであるかを選択するか、[-]をクリックしてコマンドを無効
にして、モードをデフォルトのままにします。

g) neighbor transport path-mtu-discoveryコマンドで、[options]変数をクリックし、blankを
選択してパスMTUディスカバリを有効にするか、disableを選択してパスMTUディスカ
バリを無効にします。パスMTUディスカバリはデフォルトで実行されるため、空白を選
択することは、[-]をクリックしてコマンドを無効にすることと同じです。パスMTUディ
スカバリにより、BGPセッションは、より大きなMTUリンクを利用することが可能にな
ります。

ステップ 9 （オプション）ネイバーの移行設定を指定します。

移行設定では、neighbor local-asコマンドを設定します。neighbor local-asコマンドを使用し
て、eBGPネイバーから受信するルートの自律システム番号を追加および削除することで、
AS_PATH属性がカスタマイズされます。このコマンドの設定により、自律システム番号を移
行するために、外部ピアに対して別の自律システムのメンバとしてルータを表示できます。こ

の機能を使用すると、既存のピアリング関係を維持したまま、ネットワークオペレータが通常

のサービス時間内に顧客を新しいコンフィギュレーションに移行できるため、BGPネットワー
クの自律システム番号を変更するプロセスが簡単になります。

この移行は、正しい eBGPピアリングセッションについてのみ実行できます。2つのピアがコ
ンフェデレーションの別々のサブ自律システムにある場合は機能しません。
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BGPは、ネットワーク到着可能性情報を維持し、ルーティングループを防ぐため
に、ルートが通過する各 BGPネットワークから自律システム番号をプリペンドし
ます。このコマンドは自律システムの移行のためにのみ設定し、移行が完了したら

設定を解除してください。この手順は、経験豊富なネットワークオペレータだけが

行うべきものです。不適切な設定によりルーティングループが発生する可能性があ

ります。

注意

a) すでに設定されている場合は、[...] > [複製（Duplicate）]を configure neighbor
neighbor-address remote-as settingsコマンドに対してクリックするか、まだ使用されてい

ない場合は [+]をクリックして有効にします。コマンドが表示されない場合は、[無効を表
示（Show Disabled）]をクリックします。

b) [settings]をクリックし、migrationを選択します。これにより、次のコマンドが追加されま
す。

configure neighbor-address local-as local-as-number options

c) [local-as-number]変数をクリックし、ローカル自律システム（AS）番号を入力して、
AS_PATH属性の先頭に 1～ 4294967295（asplain表記）または 1.0～ 65535.65535（asdot
表記）を追加します。ローカルBGPルーティングプロセスからの自律システム番号または
リモートピアのネットワークからの自律システム番号を指定することはできません。

d) [options]変数をクリックし、次のいずれかを選択します。このリスト内の項目（none以
外）を選択すると、リスト内のその上のすべてのオプションも選択されることに注意して

ください。これは予期されることです。オプションは完全に独立しているわけではありま

せん。

• noneを使用して無効にすることができます。次のオプションは設定しないでくださ
い。

• no-prependを使用して無効にすることができます。eBGPネイバーから受信されたルー
トにローカル自律システム番号を追加しないでください。

• replace-asを使用して無効にすることができます。実際の自律システム番号を eBGP
アップデートのローカル自律システム番号で置き換えます。ローカルBGPルーティン
グプロセスからの自律システム番号は、追加されません。

• dual-asを使用して無効にすることができます。実際の自律システム番号（ローカル
BGPルーティングプロセスからの）を使用するか、ローカル自律システム番号を使用
してピアリングセッションを確立するように eBGPネイバーを設定します。

ステップ 10 （オプション。IPv4のみ）ネイバーのハイアベイラビリティ（HA）設定を指定します。

HAモード設定では、個々のBGPネイバーのグレースフルリスタート機能を有効または無効に
する neighbor ha-mode graceful-restartコマンドが設定されます。グレースフルリスタート機
能が BGPピアでイネーブルになっている場合は、disableキーワードを使用してディセーブル
にできます。

グレースフルリスタート機能は、セッションの確立時にOPENメッセージのノンストップフォ
ワーディング（NSF）対応ピアと NSF認識ピアの間でネゴシエートされます。BGPセッショ
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ンが確立された後にグレースフルリスタート機能を有効にする場合は、ソフトリセットまたは

ハードリセットによってセッションを再起動する必要があります。

HAモード設定では、個々のネイバーのグレースフルリスタートを設定します。代わりに、BGP
グローバル設定を使用して、すべてのネイバーのグレースフルリスタートを有効にできます。

a) すでに設定されている場合は、[...] > [複製（Duplicate）]を configure neighbor
neighbor-address remote-as settingsコマンドに対してクリックするか、まだ使用されてい

ない場合は [+]をクリックして有効にします。コマンドが表示されない場合は、[無効を表
示（Show Disabled）]をクリックします。

b) [settings]をクリックし、ha-modeを選択します。

c) グレースフルリスタートを無効にする場合は、neighbor ha-mode graceful-restartコマンド
の [options]をクリックし、disableを選択します。以前の無効化アクションを取り消すに
は、空白を選択します。

ステップ 11 （オプション）ネイバーのアクティベーションオプションを設定します。

新しいネイバーを設定すると、デフォルトでアクティブになります。ネイバーを最初に無効に

する場合、または他のアクティベーション設定を指定する場合は、アクティベーション設定を

有効にする必要があります。

a) configure neighbor neighbor-address activate activate-optionsコマンドを有効にするには、

[+]をクリックします。コマンドが表示されない場合は、[無効を表示（Show Disabled）]
をクリックします。

b) [activate-options]をクリックし、propertiesを選択します。

c) neighbor neighbor-address activateコマンドが有効な状態で追加されます。コマンドを無
効にして、ネイバーを最初に無効として設定するには、[-]をクリックしてください。ネイ
バーと通信する準備ができたら、このオブジェクトを編集してネイバーを有効にする必要

があります。

ステップ 12 （オプション）ネイバーのアクティベーション設定でフィルタ処理を設定します。

a) すでに設定されている場合は、[...] > [複製（Duplicate）]を configure neighbor
neighbor-address activate settingsコマンドに対してクリックするか、まだ使用されていな

い場合は [+]をクリックして有効にします。コマンドが表示されない場合は、[無効を表示
（Show Disabled）]をクリックします。

b) [settings]をクリックし、filteringを選択します。

c) 次の neighborコマンドの任意の組み合わせを使用して、このネイバーから受信されるプレ
フィックスまたはこのネイバーに送信されるプレフィックスを制御するようにフィルタ処

理を設定します。使用しないものを無効にするには、[-]をクリックします。これらのコマ
ンドはすべて、着信方向と発信方向の両方でフィルタ処理を許可します。双方向を設定す

る場合は、コマンドに対して [...] > [複製（Duplicate）]をクリックしてください。

同じ方向のネイバーに neighbor distribute-listコマンドと neighbor prefix-listコマンドの両
方を適用しないでください。これら 2つのコマンドは相互に排他的であり、インバウンド
またはアウトバウンドの各方向に適用できるのは、いずれかだけです。
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• distribute-list acl options：（IPv4のみ）選択した標準アクセスリスト（ACL）に基づ
いてプレフィックスをフィルタ処理します。次に、[options]をクリックし、フィルタ
を in方向で適用するか out方向で適用するかを選択します。

• route-map route-map options。選択したルートマップに基づいてプレフィックスをフィ

ルタ処理します。次に、[options]をクリックし、フィルタを in方向で適用するか out
方向で適用するかを選択します。ルートマップ内で、アクセスリスト、ASパス、プ
レフィックス、および配布リストに基づいてフィルタ処理を設定できます。

• prefix-list prefix-list options：選択した IPv4または IPv6プレフィックスリストに基づ
いてプレフィックスをフィルタ処理します。次に、[options]をクリックし、フィルタ
を in方向で適用するか out方向で適用するかを選択します。

• filter-list as-path options：選択した ASパスフィルタオブジェクトに基づいてプレ
フィックスをフィルタ処理します。次に、[options]をクリックし、フィルタを in方向
で適用するか out方向で適用するかを選択します。

d) configure prefix-limit neighbor neighbor-address limit-optionsコマンドで、[limit-options]を
クリックして次のいずれかを選択するか、[-]をクリックしてコマンドを無効にします。い
ずれかのオプションを選択すると、何らかの形式のneighbormaximum-prefixコマンドが、
設定する必要がある追加のオプションとともに追加されます。このコマンドを使用して、

ネイバーから受信できるプレフィックスの数を制御します。

• noneを使用して無効にすることができます。追加パラメータのない基本形式のコマン
ドを設定します。変数をクリックし、次の値を設定します。

• max-prefix-limit：このネイバーから許可されるプレフィックスの最大数（1～
2147483647）。他のいずれかのオプションを選択する場合も、この変数を設定す
る必要があります。

• 75（しきい値）：ルータが警告メッセージの生成を開始する最大値に対するパー
センテージ（1～ 100）。デフォルトは 75 %です。

• restartを使用して無効にすることができます。制限に達するとネイバーとのピアリン
グセッションを停止します。[restart-interval]変数をクリックし、システムがセッショ
ンを再開する前に待機する時間を 1～ 65535分の範囲で設定します。

• warning-onlyを使用して無効にすることができます。制限に達してもセッションを停
止しません。代わりに、単に警告のSyslogメッセージを発行して、セッションを続行
します。

ステップ 13 （オプション）ネイバーのアクティベーション設定でルートを設定します。

a) すでに設定されている場合は、[...] > [複製（Duplicate）]を configure neighbor
neighbor-address activate settingsコマンドに対してクリックするか、まだ使用されていな

い場合は [+]をクリックして有効にします。コマンドが表示されない場合は、[無効を表示
（Show Disabled）]をクリックします。

b) [settings]をクリックし、routesを選択します。
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c) neighbor advertisement-intervalコマンドで、[value]変数をクリックし、このネイバーへの
ルートアップデート送信の最小ルートアドバタイズメントインターバルを 0～ 600秒の
範囲で入力します。または、[-]をクリックすることでコマンドを無効にして、インターバ
ルを、デフォルトの 0（仮想ルータでの iBGPおよび eBGPセッションの場合）または 30
（仮想ルータ以外での eBGPセッションの場合）のままにします。値を 0にすると、頻度
を考慮せず、ルーティングテーブルが変更されるたびにアップデートが送信されます。

d) neighbor advertise-mapコマンドで、次のオプションを設定して、選択したルートをネイ
バーに条件付きでアドバタイズするか、[-]をクリックすることでコマンドを無効にして、
すべてのルートアップデートをネイバーに無条件で送信します。

条件付きでアドバタイズされるルート（プレフィックス）は、アドバタイズマップと存在

マップまたは非存在マップの 2つのルートマップで定義されます。

存在マップまたは不在マップと関連付けられているルートマップは、BGPスピーカーが追
跡するプレフィックスを指定します。

アドバタイズマップと関連付けられているルートマップは、条件が満たされたときに、

指定されたネイバーにアドバタイズされるプレフィックスを指定します。

存在マップを設定する場合、プレフィックスがアドバタイズマップと存在マップの両方に

存在するときに条件が満たされます。

不在マップを設定する場合、プレフィックスがアドバタイズマップには存在するが、不在

マップには存在しないときに条件が満たされます。

条件が満たされない場合、ルートは取り消され、条件付きアドバタイズメントは行われま

せん。条件付きアドバタイズメントを行うには、ダイナミックにアドバタイズされるルー

ト、またはアドバタイズされないルートがすべて BGPルーティングテーブルに存在する
必要があります。

• advertise-route-map：この変数をクリックし、存在マップまたは不在マップの条件が満
たされた場合にアドバタイズされるルートを定義するルートマップを選択します。

• options condition-route-map：[options]をクリックし、次のいずれかを選択します。

• exist-mapを使用して無効にすることができます。変数をクリックし、存在ルート
マップを選択します。

• non-exist-mapを使用して無効にすることができます。変数をクリックし、不在
ルートマップを選択します。

e) neighbor neighbor-address remove-private-asコマンドが有効な状態で追加されます。コマ
ンドを無効にするには [-]をクリックします。このコマンドにより、プライベート自律シ
ステム番号が eBGPアウトバウンドルーティングアップデートから削除されます。プライ
ベート ASの値の範囲は 64512～ 65535です。

f) configure neighbor default-originateコマンドで、[options]をクリックして次のいずれかを
選択するか、[-]をクリックしてコマンドを無効にします。

• noneを使用して無効にすることができます。システムがデフォルトルートをネイバー
に無条件で送信することを可能にします。
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• route-mapを使用して無効にすることができます。システムがデフォルトルートをネ
イバーに条件付きで送信するようにします。match IP address句を含むルートマップと
ともに使用することで、IPアクセスリストと完全に一致するルートがある場合にデ
フォルトルートが挿入されるようにすることができます。ルートマップで標準アクセ

スリストまたは拡張アクセスリストを使用してデフォルトルートを定義することがで

きます。オブジェクトに追加された neighbor default-originateコマンドの [route-map]
変数をクリックし、ルートマップを選択する必要があります。

ステップ 14 （オプション）ネイバーのアクティベーション設定でタイマーを設定します。

ネイバーのタイマーを設定すると、この設定が、グローバル BGP設定ですべての BGPネイ
バーに対して設定されているタイマーよりも優先されます。

a) すでに設定されている場合は、[...] > [複製（Duplicate）]を configure neighbor
neighbor-address activate settingsコマンドに対してクリックするか、まだ使用されていな

い場合は [+]をクリックして有効にします。コマンドが表示されない場合は、[無効を表示
（Show Disabled）]をクリックします。

b) [settings]をクリックし、timersを選択します。

c) neighbors timersコマンドで、次の変数を設定します。

• keepalive-interval：システムがこのネイバーにキープアライブメッセージを送信する頻
度（0～ 65535秒）。このコマンドを設定しない場合、デフォルトは 60秒です。

• hold-time：キープアライブメッセージを受信できない状態が継続して、このネイバー
がデッドであるとシステムが宣言するまでの時間（0～ 65535秒）。このコマンドを
設定しない場合、デフォルトは 180秒です。

• 0（最小ホールド時間）：このネイバーに設定できる最小許容ホールド時間（0～65535
秒）。この値は、このシステムに設定されているホールド時間以下である必要があり

ます。ネイバーのホールド時間がこの値よりも小さい場合、システムはネイバーとの

BGPセッションを確立しません。

ステップ 15 （オプション）高度なネイバーアクティベーション設定を指定します。

a) すでに設定されている場合は、[...] > [複製（Duplicate）]を configure neighbor
neighbor-address activate settingsコマンドに対してクリックするか、まだ使用されていな

い場合は [+]をクリックして有効にします。コマンドが表示されない場合は、[無効を表示
（Show Disabled）]をクリックします。

b) [settings]をクリックし、advancedを選択します。

c) 次の neighborコマンドのどれを有効のままにするのかを決定します。[-]をクリックして
不要なオプションを無効にします。

• send-communityを使用して無効にすることができます。ネイバーにコミュニティ属性を送
信します。

• weight value。このネイバーから学習したルートに初期重み（0～65535）を割り当てるに
は、この変数をクリックします。このコマンドを設定しない場合、別の BGPピアから学
習されたルートのデフォルトの重みは0です。ローカルルータから送信されたルートのデ
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フォルトの重みは32768です。ただし、ルートマップを使用して設定されたルートの重み
は、このコマンドを使用して設定された重みよりも優先されます。

• next-hop-selfを使用して無効にすることができます。ルータをBGP対応ネイバーのネクス
トホップとして設定します。このコマンドは、BGPネイバーから同じ IPサブネット上の
他の一部のネイバーに直接アクセスできない非メッシュ型のネットワーク（フレームリ

レーや X.25など）で便利です。

ステップ 16 [...] > [重複（Duplicate）]（configure neighborコマンドの横）をクリックして、別のネイバー
を定義します。必要な数だけ定義します。

ステップ 17 [OK]をクリックします。

他のルーティングプロトコルからの BGPルート再配布の設定

他のルーティングプロトコル、接続されたルート、およびスタティックルートからの BGPプ
ロセスへのルートの再配布を制御できます。

始める前に

BGPへの再配布を設定する前に、ルートを再配布するルーティングプロセスを設定し、変更を
展開することがベストプラクティスです。

ルートマップを適用して、再配布されるルートを微調整する場合は、Smart CLIルートマップ
オブジェクトを作成します。ルートマップに一致するルートが再配布され、一致しないルート

はすべて再配布されません。

手順

ステップ 1 [デバイス（Device）]をクリックしてから、[ルーティング（Routing）]サマリーをクリックし
ます。

ステップ 2 仮想ルータを有効にした場合は、BGPを設定しているルータの表示アイコン（ ）をクリッ

クします。

ステップ 3 [BGP]タブをクリックします。

ステップ 4 BGPプロセスオブジェクトを追加または編集します。

redistributionコマンドは、configure address family ipv4または ipv6コマンドの下のコマンド
セット内にあります。再配布を設定するには、アドレスファミリを設定する必要があります。

ステップ 5 [無効を表示（Show Disabled）]をクリックしすべてのコマンドを表示し、[+]をクリックして
configure ipv4/ipv6 redistributionコマンドを有効にします。

ステップ 6 [protocol]変数をクリックし、ルートの再配布元となる送信元プロセスを選択します。connected
および staticのルート、あるいは eigrp（IPv4のみ）、isis、ospf、rip（IPv4のみ）によって生
成されたルートを再配布できます。
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ステップ 7 ルーティングプロセスを選択した場合は、[identifier]変数をクリックして、必要な値を入力し
ます。

• eigrpを使用して無効にすることができます。自律システムの番号を入力します。

• ospfを使用して無効にすることができます。プロセス ID番号を入力します。

• connected、static、isis、rip。noneを入力します。別の値を入力しても、無視されます。

ステップ 8 （任意：ISのみ）redistribute isis level-2コマンドで、level-2をクリックして、IS-ISエリア
（level-1）内でのみ学習したルートを再配布するか、IS-ISエリア（level-2）間、または両方
（level-1-2）で再配布するかを選択します。

ステップ 9 （任意：すべてのプロトコル）再配布されたルートのメトリックを微調整するには、[+]をク
リックして次のコマンドを有効にし、オプションを設定します。

redistribute protocol metric metric-value

変数をクリックし、配布されているルートのメトリック値（0～4294967295）を入力します。

ステップ 10 （任意：すべてのプロトコル）ルートマップに基づいて再配布されるルートを微調整するに

は、[+]をクリックして redistribute route-mapコマンドを有効にし、変数をクリックして、制
限を定義するルートマップを選択します。

ルートマップを適用しない場合は、（再配布用に設定された他のコマンドに適合する）プロセ

スのすべてのルートが再配布されます。

ステップ 11 （任意：OSPFのみ）OSPFプロセスからルートを再配布する場合、次のコマンドはデフォル
トで有効になっています。[-]をクリックして、不要なコマンドを無効化できます。

これらのコマンドで、OSPFルートを他のルーティングドメインに再配布する条件を指定しま
す。

• redistribute ospf match external 1を使用して無効にすることができます。自律システムの
外部だが、OSPFにタイプ 1外部ルートとしてインポートされるルート。

• redistribute ospf match external 2を使用して無効にすることができます。自律システムの
外部だが、OSPFにタイプ 2外部ルートとしてインポートされるルート。

• redistribute ospf match internalを使用して無効にすることができます。特定の自律システ
ムの内部ルート。

• redistribute ospf match nssa-external 1を使用して無効にすることができます。自律システ
ムの外部だが、OSPFにタイプ 1外部ルートとしてインポートされ、Not-So-Stubby-Area
（NSSA）専用としてマークされるルート。

• redistribute ospf match nssa-external 2を使用して無効にすることができます。自律システ
ムの外部だが、OSPFにタイプ 2外部ルートとしてインポートされ、Not-So-Stubby-Area
（NSSA）専用としてマークされるルート。
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ステップ 12 [...] > [重複（Duplicate）]（configure redistributionコマンドの横）をクリックして、別のプロ
トコルの再配布を設定できます。ネットワークに適したプロトコルごとの再配布を設定しま

す。

ステップ 13 [OK]をクリックします。

BGPのモニタリング
BGPをモニターし、トラブルシューティングを行うには、CLIコンソールを開くか、またはデ
バイスのCLIにログインして、次のコマンドを使用します。また、[ルーティング（Routing）]
ページの [コマンド（Commands）]メニューから、これらのコマンドの一部を選択することも
できます。

追加オプションのリストを取得するには、show bgp ?を使用します。たとえば、自律システム
番号（および仮想ルータ）を指定して、表示する情報を制限することができます。また、探し

ている情報だけを対象とするその他のオプションも指定できます。次のリストは概要のみで

す。

• show bgp

BGPルーティングテーブル内のエントリを表示します。

• show bgp cidr-only

ナチュラルネットワークマスク以外を使用するルート（つまり、クラスレスドメイン間

ルーティング（CIDR））を表示します。

• show bgp community

指定された BGPコミュニティに属するルートを示します。

• show bgp community-list

BGPコミュニティリストによって許可されたルートを表示します。

• show bgp filter-list access-list-number

指定されたフィルタリストと一致するルートを表示します。

• show bgp injected-paths

BGPルーティングテーブルに注入されたすべてのパスを表示します。

• show bgp ipv4 unicast

ユニキャストセッションの IPv4 BGPルーティングテーブルのエントリを表示します。

• show bgp ipv6 unicast

IPv6 BGPルーティングテーブルのエントリを表示します。

• show bgp neighbors

ネイバーに対する BGP接続と TCP接続に関する情報を表示します。
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• show bgp paths

データベース内のすべての BGPパスを表示します。

• show bgp prefix-list

プレフィックスリストまたはプレフィックスリストエントリに関する情報を表示します。

• show bgp regexp regexp

自律システムパスの正規表現と一致するルートを表示します。

• show bgp rib-failure

ルーティング情報ベース（RIB）テーブルにインストールできなかったBGPルートを表示
します。

• show bgp summary

すべての BGP接続のステータスを表示します。

• show bgp update-group

BGPアップデートグループに関する情報を表示します。
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


